





 西伊豆町は人口約 8,000人の自治体です。 
 高齢化率は約 49％と高く、現役世代の人口流出によって若者が極めて少なく、最近では年間
に生まれてくる子供の数は約 20 名となっています。 
 元総務大臣の増田氏が座長を務めた『日本創成会議』では、2040 年までに消滅してしまう可
能性のある自治体にも含まれています。 









で田舎での生活を望んでいるということですし、近年は 30 代、40 代にその傾向が強いという事
でした。 
 そもそも、西伊豆町がなぜこのような人口減少に苦しんでいるかと言いますと、40〜50 年前
までは、漁業で栄えた地域・ガラスの原料である硅石の採掘で栄えた地域などありましたが、「高
度経済成長の流れの中、燃料の高騰や 3Kと言われた『きつい・汚い・危険』という職業に自分
の子供を就かせたくない」・「国外からの輸入に押され、基幹産業などが衰退した」・「観光産業が
地域の産業を牽引してきたが、旅館の仲居という仕事などに偏見があり、人が定着しない」・「地
元の子供たちが高校卒業と同時に、進学・就職で地域を離れ戻ってこない」という状況が延々と
続いてきたからだと思われます。加えて、親たちもこの地域には『何もない・何もない』といっ
て外に出ることを推奨し、帰ってくることを拒み、帰郷を求めなかったからで、地域の誇りや良
いところを継承してこなかったからではないかと思います。 
 そこで、平成 30年度からサテライトオフィスとして活用できる場所を町内に確保し、自然豊
かな中で仕事をしたい方々を受け入れるべく取り組みを始めたところです。また、地域おこし協
力隊を積極的に募集し、西伊豆の魅力を知っている方達にその魅力を磨いてもらい、彼らが定住
できるよう町民とのつなぎ役を町が行っております。 
平成 31年度からは、西伊豆町出身で起業されている方に、会社の子会社を移転させていただ
くこともほぼ決まり、町内の若者・商工業者や地域おこし協力隊が、今後、事業を行う上でのコ
ンサルタント業務も行っていただく運びになっております。 
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また、都内での人脈をお借りして、サテライトオフィスを町内に設置してくれる事業者とのマ
ッチングもお願いしたいと思っております。 
これらの事が『持続可能な開発のための教育』に何の関わりがあるかと言いますと、今まで誇
りを継承してこなかった町民に、私たちが魅力や誇りを訴えるのには限界があります。しかし、
「最近町が元気になってきた」、「移住者が増えたけど西伊豆って移住するほど魅力があった？」
と思って頂ければ物事が回り始めるのではないかと思います。内側の人よりも外側の人たちが
増えることによって魅力は大きく拡散されますし、今まで気づかなかった人たちへの気づきの
きっかけを与えるのではないかと思います。 
しかし、全てを移住者が担う事を田舎は嫌いますので、地元出身の方に核になっていただこう
と考えました。また、町内の主婦を巻き込み『にしいず町民の会』を都内で行い、西伊豆町の力
強い応援団を都内で作ると共に、移住希望者や西伊豆町に興味のある方たちと地元の『おばちゃ
ん』たちを繋げることで、良い仲人役になってもらえればと思っております。 
こうした小さな取り組みではありますが、都内での知名度も徐々に上がってきたように思い
ますし、今まで動きたくても動けなかった地元の人たちの意欲を掻き立てることが出来始めて
いるのではと思います。 
 まだまだ、『持続可能な開発のための教育』の基礎作り段階です。親の世代が地域の誇りを回
復してこそ持続可能なものになりますし、それを継承してこそ教育が成り立つと思います。 
 私たちは、富士山・夕陽・ジオサイト・かつおぶし・山葵など、素晴らしいものが身近に当た
り前に在りすぎて、魅力を認識していません。 
 富士山が世界文化遺産になり、駿河湾が世界で最も美しい湾クラブに加盟し、伊豆半島が世界
ジオパークに認定されたのは、現在の静岡県知事が静岡県出身ではなく、外からの目線で美しい
ものを美しい、素晴らしい、と認識されたからではないかと思います。地域を俯瞰的に見て、当
たり前は当たり前ではないということ、素晴らしいものが有るということを認識し、継承するこ
とによって持続可能な地域社会が生まれ、地域の誇りや伝統の継承をすることが次世代への教
育になるのではないかと思います。 
  
